
「人生は楽じゃない。」 それは確かなことですが、あなたが友を
必要とするときに、頼れる方がいます。良いときも悪いときも、
一緒にいてくださる方が。

聖書はこの方を、「悲しみの人で、病を知っていた」と表現してい
ます。（イザヤ53:3） この上ない苦しみを耐え忍び、あなたの最
もつらい心と体の痛みを理解してくださる方であると。あなたが
友人や心を許せる人、導き手、人生の師、メンターなどに求める
すべてのものを宿している方、それは、神の御子イエス・キリス
トです。

聖書は、「神は愛である」と告げています。（1ヨハネ4:8） 神の
愛は尽きることなく、限りがありません。それは最も高い山より
も高く、最も深い海よりもさらに深いのです。至る所に常に存在
し、壮大で、すべてを包み込む愛です。そして、その愛は、私たち
が完全に理解することなど到底不可能なほど大きいものです。

神は、私たちがこの計り知れない愛を実際に体験できるよう
に、御子イエスを地上に遣わし、私たち人間と同じように生き
て、私たちが経験するさまざまなことを経験するようにされまし
た。ただ、私たちと違うのは、イエスは人であると同時に、神でも
あったということです。

イエスの地上での使命は、十字架上で極度の苦しみを味わい
ながら死んだ後に、死からよみがえり、天にいる父なる神の元
に戻られたときに、完了しました。イエスは、私たちの罪をその
身に負って私たちをあがなうために、命まで投げ打つという究
極の犠牲を払うことをいとわれませんでした。私たちが罪をゆ
るされるように、また、イエスや父なる神から私たちがどれほど
愛されているかを知れるように、そうされたのです。

「神はそのひとり子［イエス］を賜わったほどに、この世［あなた
や私］を愛して下さった。それは御子を信じる者がひとりも滅び
ないで、永遠の命を得るためである。」（ヨハネ3:16）

イエスはあなたのことを個人的にご存じであり、あなたの名前
も知っておられます。そして、あなたのすべての問題や悲しみを
ご存じで、あなたを助けたいと望んでおられるのです。イエスに
お願いするなら、あなたがこの人生で、どんな困難や試練、問題

や損失、また悲惨な出来事に遭遇したとしても、その間ずっと、あ
なたと共に歩んでくださいます。どんな状況にあっても、イエスが
与える慰めと希望を受け取ることができるのです。

心を開いて、イエスを人生の重要な部分として迎えるなら、あなた
が有意義な人生を送る手助けをしてくださいます。状況がどんな
に困難であっても、イエスがすぐそばで助けてくださる、と確信す
ることができるのです。神は常に悪いものを取り去るとは限りま
せんが、あなたが直面する一つひとつの困難を乗り越えられるよ
うにしてくださるでしょう。

イエスと共にこの人生を歩んだ後は、天国での新しい人生におい
て、引き続き一緒に歩むことができます。最高に美しい場所で、喜
びと平安の内に、永遠に生きるのです。そこは、愛と正義が支配
し、苦しみや不正や貧困が二度と起こらない世界です。

あなたが、すべてを包み込む神の愛を知り、自分は神にとってどれ
ほど大切な存在であるかを理解できますように。イエスが常にそ
ばにいてくださるという信仰を持ち、イエスの喜びを経験すること
ができますように。聖書を読めば、神について、また、人類に対す
る神の愛や、あなた自身の人生に対する神の計画について、さら
に深く知ることができます。

イエスは、あなたと個人的な関係を築き、今ここで、そして永遠に
わたって、あなたの人生の非常に現実的な部分になることを望ん
でおられるのです。今、イエスはあなたの心の扉の前に立ち、あな
たが扉を開けて人生にイエスを招き入れるのを待っておられます。

（参照： 黙示録3:20）

そのためには、次の祈りを心から祈ってください。

「イエスさま、どうか私の過ちをすべておゆるしください。あなた
が私のために死んでくださったことを信じます。心の扉を開いて、
あなたをお招きしますので、あなたの聖霊で私を満たし、私があ
なたのことを知れるようにしてください。そして、真理の道に私を
導いてください。アーメン。」
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